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アフターコロナと歯科医療 
 

校長  丸山 健 
 

新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、５月８日から季節性インフルエン

ザ並みの「５類」に引き下げられました。ゴールデンウイーク中、街や観光地は人で

あふれアフターコロナを国中でお祝いしているようでした。多くの人がマスクを外し

始めて、脱マスクに向かって逆チキンレースの様相です。 

歯科医療の現場では長い長い本当に長い三年間でした。当初は新型コロナウイルス

に感染した患者さんが来院しただけで休診を余儀なくされたり、そうでなくても診療

を控える患者さんが多くいらっしゃいました。未知のウイルスに対する恐怖心はとて

つもなく強いものでした。 

歯科診療は危険という風評には口惜しい思いをしましたが、その一方でもともと

様々な感染症に対する水平感染を防ぐ土壌があったため、院内感染の報告はほとんど

ありませんでした。そうした状況をみて、逆に歯科の感染対策を学ぶべきとの意見が

聞かれることもありました。歯科界全体でこれまでのスタンダードプリコーションを

レベルアップすること、加えて飛び交う情報を分析して対応策を考えて、さらに安心

安全な歯科医療を提供できるよう取り組んできました。 

さて、アフターコロナとなった今、経済活動を進め以前と同じ日常を取り戻すべく

日本のみならず世界が動いています。歯科医療も従来の診療は問題なく行えています。

ただしこの三年間で積み上げてきた様々なノウハウはコロナ禍が過ぎ去っても元に戻

ることなく、この先また新たな感染症が世界を襲ったとしても、患者さん、医療従事

者を守りながら医療が継続できるように感染対策のさらなるバージョンアップをめざ

して努力を続けていくことでしょう。 
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１ 入学式（27 回生） 

令和５年度入学式が４月６日に執り行

われました。新型コロナウイルス感染症

に関する規制が少しずつ緩和されつつあ

るなか、西三河７地区歯科医師会会長、

愛知県歯科衛生士会理事をはじめ保護者

の方々のご出席のもと、４０名の学生生

活がスタートしました。 

２ ３学年合同レクリエーション 

春のレクリエーションは３学年合同で

ボウリング大会を行い、親睦を深めてい

ます。今年度は規制の緩和により、久し

ぶりに声出しやハイタッチなどもするこ

とができ、それぞれの学年がより団結し

て楽しむことが出来ました。 

 

  

 

 

 

 

 

  

３ 臨床実習自己評価 

 ２期臨床実習の感想 ～抜粋～ 

『１期とはまた違う学びも多く、業務

内容の幅広さを痛感した。』『さまざま

な年齢の患者様を見させていただき、

それぞれの患者様にあったコミュニケ

ーションを学ぶことができた。』『予習

を行い実習に向かうべきであった。そ

の方がより理解が深まったように思

う。』『マナーも多く学ぶことができた。

指導衛生士さんのように思いやりの気

持ちを忘れないように患者様に接して

いきたいと思う。』 

『基本的事項に関する評価』 

 ①社会人としての基本姿勢（７項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 57.6％ 60.4％ 

できた 35.4％ 26.1％ 

あと少し 7.3％ 8.9％ 

できなかった 0.0％ 1.8％ 

 ②患者理解（２項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 57.5％ 57.5％ 

できた 31.0％ 37.5％ 

あと少し 10.0％ 2.5％ 

できなかった 1.5％ 2.5％ 

③学習姿勢（６項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 32.3％ 37.5％ 

できた 48.5％ 44.6％ 

あと少し 17.5％ 14.2％ 

できなかった 2.8％ 2.9％ 

『実習帳に関する評価』（５項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 36.8％ 42.0％ 

できた 42.4％ 41.0％ 

あと少し 16.8％ 12.5％ 

できなかった 4.8％ 1.5％ 

『歯科診療補助に関する評価』（１３項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 19.8％ 22.7％ 

できた 44.0％ 30.6％ 

あと少し 23.2％ 23.5％ 

できなかった 4.2％ 1.9％ 

実習していない 9.8％ 8.3％ 

 コミュニケーションをとるにあたり、

自分の知識不足から患者対応に苦戦する

学生が多かったようです。３期では乗り

越えられるよう精進してほしいです。


